
作成日 年 月 日

１．施策の目的と指標

２．基本事業の目的と指標

３．施策の役割分担と状況変化

４．施策の成果水準の分析と背景・要因の考察

□  近隣他市と比べてかなり高い水準である。

■  近隣他市と比べてどちらかと言えば高い水準である。

□  近隣他市と比べてほぼ同水準である。

□  近隣他市と比べてどちらかと言えば低い水準である。

□  近隣他市と比べてかなり低い水準である。

平成 24 年度施策マネジメントシート１（平成23年度実績の評価）

背
景
・
要
因

○将来の夢をもっている児童生徒の割合について、H23年度全国調査は震災のた
め未実施であったことから、H22年度全国平均71.7％、県平均71.1％を参考に比較
するが、雲南市はやや高い水準と考える。これは、夢発見プログラムによる夢発見
ウィークや幸雲南塾の取り組みが効果を上げていると言える。
○学力調査の結果は、小・中学校ともに県平均とほぼ同水準である。
これは、学校の日々の指導の取り組みが成果を上げていると言える。
○毎日朝食を食べていない児童生徒は、ほぼゼロであった。

　他団体との比較（近隣市町、県・国の平均と比べた成果水準）

②
状
況
変
化

Ａ）施策を取り巻く状況（対象や根拠法令、社会情勢等）は、今
後どのように変化するか？（本年度を見越して）

Ｂ）この施策に対して、住民（対象者、納税者、関係者）、議会
からどんな意見や要望が寄せられているか？

○「雲南市立学校適正規模･適正配置基本計画」に基づき、子どもの健全な「育ち」「学び」
を最優先に考えた上で、学校統合等を進めている。○国においては、学習指導要領の改訂
により、授業時数を増加させ、確かな学力の定着、わかる授業の展開に変わっていく。
（H23年度～小学校、H24年度～中学校）○H22年度より、指導支援グループを設置し、不
登校・生徒指導対応等の体制強化を図っている。○雲南市独自の夢発見プログラムを市内
全ての小中学校で推進している。○雲南市では、学力向上検討委員会を組織し、学力調査
の分析と今後の取り組みを検討している。

○住民からは、子どもの教育環境の充実面等を考え学校統合を望む声と、
地域に子ども（学校）がいなくなることの地域の衰退を防ぐため、反対する声
がある。
○議会からは、学校統合について住民合意の確保について意見がある。
○夢発見プログラムの推進を求める議会意見がある。
○教育相談・支援が必要な児童生徒への支援体制の充実が望まれている。

①
役
割
分
担

住民（事業所、地域、団体）の役割 行政（市、県、国）の役割

●家庭では、子ども達の心身の健康を育み、生活体験を通して生活
習慣や善悪の判断等規範意識の基盤をつくる。
●地域では、子ども達が安心して活動できる安全な地域づくりを進
め、子ども達に多様な体験の場を提供する。
●地域は、学校現場への積極的な関わりを持つ。

●児童生徒の個に応じた教育環境をつくります。
●支援が必要な児童生徒への支援体制を充実します。
●確かな学力の定着と、社会生活における生きる力を醸成する。
●児童生徒が安心して学習できる安全な環境をつくる。
●教員の教育力・資質向上を図る。

79.4 88.3児童・生徒
地域の力を活用で
きるようにする。

実績

学校の勉強や活動で地域の
人によくお世話になっている
と思う児童生徒の割合

％ 実績 -

①小73.1中81.8
②小85.9中68.6
③小20.7中30.0

①80.8・86.4
②91.9・88.1
③21.0・30.6

実績

80.8
60.3

①84.6・90.9
②96.9・69.6
③27.3・27.7

充実した教育施設・設
備を利用できるように
する。

①耐震化率
②図書充足率
③理科備品充足率

％

100

小83.6
中71.5

％ 実績
質の高い教員の
指導を受ける。

学校の授業がわかる
と答えた児童生徒の割
合

78.0
66.5

Ａ）学力調査の結果　・県の調査は小３～中３まで実施　・全国調査は小６･中３の抽出調査　Ｂ）スポーツテストの結果　・毎年５
月６月に実施、教育委員会経由で県に提出（提出時に集計）　Ｃ）生活実態調査の結果　Ｄ）島根県教育委員会調査で把握

２３年度 ２４年度区分 ２１年度単位 ２２年度 ２５年度意図
充実した教育を
受ける。

成果指標
独自プログラム
の実施率

％ 実績 100 100

ポイント

目標

２６年度

目標
％

A）成行き値は同程度で推移すると考えた。目標値は、それよりも向上を目指すべきと考え設定した。
B）成行き値は上昇していくと考えた。目標値は、成行き値が十分高いため、同水準で設定した。
C）成行値は同程度で推移すると考えた。目標値は、夢発見プログラムを推進することにより、5ポイント程度向上させるよう設
定した。
D）成行値は同程度で推移すると考えた。目標値は、H22からの専任指導主事の配置により、減少させていくよう設定した。

Ｄ

ポイント

実績
区分

％

目標
実績

実績
目標

実績
見込
実績
見込
実績
見込

対象

目
　
的

成果指標設定の考え方
（成果指標設定の理由）

①対象（誰、何を対象としているのか）

②意図（どのような状態にするのか）

児童・生徒
（小学校・中学校の児童生
徒）

成果指標の測定企画
（実績値の把握方法）

目標設定とその根拠
（基本計画策定時）

Ｂ

0.52･2.40

60･38 61･39 62･40

1.5･2.5

実績 0.33・3.69

⑤

学校支援の充実

児童・生徒① 教育内容の充実

0.54･3.0

教育施設・設備の充
実

児童・生徒

教員の指導力の向
上

児童・生徒

0.45･3.37

86.9・75.7

④

②

③

生きる力を身につける。
→生きる力とは？・基礎基本
（知・徳・体の面）を身につけ
て、課題を見つけ、判断する
能力

基本事業名

0.3･1.0 小0.3・中1.0

0.53･2.70

63･41 小64・中42

小86.3・中68.3 85.9・76.5

0.51･2.20 小0.50・中2.0

小0.55･中3.20

1.5･2.5 小1.5・中2.5

0.3･1.0 0.3･1.0
▲8.4・0.5

1.5･2.5 1.5･2.5

小1.8･中3.8 2.3･2.9

小▲1.4･中1.0 ▲2.7･▲1.3 ▲0.1・0.3

0.3･1.0

21

２６年度２５年度単位 ２４年度２３年度２２年度２１年度区分

加納　忠夫

地域振興課,長寿障がい福祉課,教育
総務課,社会教育課

単位

スポーツテストの結果（県平均との
差：小学5年・中学2年、男女平均）

「将来かなえてみたい夢がある」と答え
た児童生徒の割合（小学6年・中学3年）

Ｃ

Ａ

Ｃ

学力調査の結果（県平均との
差：小学6年・中学3年、国語）

Ａ

不登校児童生徒の割合

Ａ）Ｂ）生きる力を身につけるためには、知力、体力が必要であり、その基礎基本が身についているかどうかを把握する必要が
あると考えた。　Ｃ）徳力を総合的に把握するものとして、「将来かなえてみたい夢がある」かどうかが重要であると考えた。　Ｄ）
生きる力を身につけるためには義務教育を受ける必要があるが、雲南市の不登校児童生徒の割合は県平均よりも高いので、
今後も指標としてみていく必要があると考えた。

2,016
1,197 1,157 1,164

２６年度

中学校の生徒数

人

人
1,187 1,169 1,130 1,123

2,101
1,889

２１年度

1,936

２３年度 ２４年度 ２５年度成果指標

対象指標

２２年度

Ｂ

2,1872,244

施策統括課長

施策主管課

施策名 23 学校教育の充実 関係課

小学校の児童数
2,057

学校教育課
総合
計画
体系

24平成 8

政策名
Ⅳ ふるさとを愛し豊かな心を育む教育と文化のま
ちづくり　《教育・文化》

- １枚目 -



４．施策の成果水準の分析と背景・要因の考察

□成果がかなり向上した
■成果がどちらかと言えば向上した
□成果はほとんど変わらない（横ばい状態）
□成果がどちらかと言えば低下した
□成果がかなり低下した

５．施策の振り返り評価

□目標値より高い実績だった

■目標値どおりの実績値だった

□目標値より低い実績値だった

６．今後の課題と次年度の方針（案）

平成24年度施策マネジメントシート２（平成23年度実績の評価）

基
本
事
業

① 教育内容の充実

②

⑤

基本事業 取り組んだ事務事業の総括　（事務事業貢献度評価：貢献した事務事業、課題が残った事務事業）

・学校支援員配置事業により、学校支援員延べ36名を配置し、支援の必要な児童に対して学校生活支援を行った。
・スクールカウンセラーを市内全小中学校に配置している。
・スクールソーシャルワーカーを市内に1名配置した。

○学校･家庭･地域の連携を図っていく必要がある。
○保･幼･小･中の一貫性･連続性をもたせた教育を推
進していく必要がある。

○学校･家庭･地域の連携を図っていく。
○保･幼･小･中の一貫性･連続性をもたせた教育を推進
していく。
○学校適正規模適正配置基本計画に基づいて、PTA・
地域・学校と話し合いを進めていく。

○新学習指導要領へスムーズに移行する必要がある。
○教育支援コーディネーター、社会教育コーディネー
ターの制度を活用し、教育内容を充実していく必要があ
る。

○全体的に授業時数が増加するため、授業の工夫や時数の
確保を図っていく。
○総合学習を中心に、教育支援コーディネーター、社会教育
コーディネーターの制度を活用し、メリハリのある授業を展開し
ていく。

○各種研修会に積極的に参加していく必要がある。
○保･幼･小･中の一貫性のある教育を推進していく必要
がある。
○さらに授業改善に努めていく必要がある。

○各種研修会に積極的に参加していく。
○保･幼･小･中の一貫性のある授業の開発に努める。
○中学校区単位で小中学校の授業を積極的に公開することに
より、幼保で取り組む共通題材の発展性を考える。
○授業改善のための情報交換をする。

④

○学校支援員、介助員を引き続き配置する。
○学校教育を支援し、社会教育を担うコーディネーターを引き
続き学校に配置する。
○地域ボランティアの積極的な学校への参画を求めていく。
○スクールソーシャルワーカーを引き続き配置する。

③
教育施設・設備の充
実

○計画どおり年次的に学校施設の耐震化を進めていく
必要がある。○図書の充足率を向上させる必要があ
る。○学校統合によるスクールバスの追加導入を進め
ていく必要がある。○学校給食センターの統合整備を進
める必要がある。

○計画どおり年次的に学校施設の耐震化を進めていく。
○学校図書の充足を計画的に進めていく。
○学校統合によるスクールバスの追加導入を進めていく。
○学校給食センターの統合整備を検討していく。
○校庭、園庭の芝生化を推進していく。

学校支援の充実

⑤

○学校支援員、介助員の配置が必要になっている。　○学
校教育を支援し、社会教育を担うコーディネーターの配置が
必要である。　○地域ボランティアの積極的な学校への参
画を求めていく必要がある。　○支援が必要な児童生徒に
対する、人的配置、組織強化・連携が必要である。

《23 学校教育の充実》

　施策の目標達成度　（前年度の成果指標値に対する実績値の達成度）

　時系列での比較（成果水準の推移）

背
景
・
要
因

④

教員の指導力の向上

教育施設・設備の充実③

背
景
・
要
因

教員の指導力の向
上

区　分 今後の課題

学校支援の充実

・小中学校耐震化事業により、H23年度3校を耐震整備した。・大東小学校、三刀屋中学校建設事業により、2
校の施設建設が完了した。・H24年度通級指導教室開設のため大東小学校に教室整備を行った。

次年度の方針（案）

施　　　策

○学力調査の結果は、目標値に比べ数ポイント低いが、誤差の範囲内である。
○将来かなえてみたい夢があると答えた児童生徒の割合は、小・中学生ともに目標値を上回っ
ている。これは、夢発見プログラムの成果だと言える。
○不登校児童生徒の割合は、小学生で目標値を下回り、中学生では若干上回った。
　以上のことを総合的に勘案し、ほぼ目標値どおりと判断した。

○学力調査の結果は、誤差の範囲内であり、横ばい状態と判断できる。
○将来かなえてみたい夢があると答えた児童生徒の割合は、小学生は1.0ポイント
向上したが、中学生では0.8ポイント減少した。H21年度から見ると確実な向上があ
り、これは夢発見プログラムの成果だと言える。
○不登校児童生徒の割合は、以前と比べ減少傾向にあるが、中学生で横ばい傾
向にあり、引き続き支援が必要である。
○学校施設の耐震化は、年々進んでおり、H25年度完了予定である。

②
・指導支援グループ（指導主事）による学校訪問を行った。
・中学校の教科書改訂により、教師用教科書の更新を行った。

・夢発見プログラムを実践している。（夢発見ウィーク、幸雲南塾inさんべ、お弁当の日等）
・学校司書の配置を2名増し、学校での調べ学習が充実した。

教育内容の充実①

- ２枚目 -


